
 

 

 

ソーイングコースでは主にミシンを使って布製品を作っています。お客様に喜んでいただけるよう、一つ一つ工程

を確認しながら丁寧に製品を作っています。 

主な製品はトートバッグとエプロンです。作業はそれぞれの得意

分野を生かして、分業による作業を行っています。 

生徒ひとり一人ひとりが責任感をもって製品作りを行っています。 

ソーイングコースでは毎年、障害者技能競技大会に出場しています。今年度は校内予

選を勝ち抜いた 4 名が参加しました。県大会の課題はフリル付きエプロン。裁断済みの

パーツを縫い合わせ、2 時間でエプロンの半身を完成させる競技です。今年度も実力を

十分に発揮し、3年の中村伺音君が県大会で優勝することができました。 

現在、中村君は 12月に開催予定の全国大会に向けて、課題の練習に励んでいます。 


